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再会の証〝記念に１枚〟
～ 成 人 式 ～
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目次 Contents
２０１７年９月号

02 成人式
06
～
11

役場からのお知らせ（７件）
結婚支援 ～３つの支援をご紹介
～ / 若者定住応援プログラム交付
金事業 / 駒止湿原ブナ植樹祭を開
催 / 毎月第２金曜日は「ノー残業
デー !!」（南会津ワカモノ会議が提
案）/ 認知症を正しく理解するため
に（３）/ 地域支え合いボランティ
アポイント事業 / ふるさと納税（応
援寄付金）ありがとうございます

11 納税こよみ
12
～
13

まちの話題（８件）
レスリング全国大会で第３位 / 四
輪歩行車２台を寄贈 / 新庁舎落成
式 / 空手道全国大会出場で選手を
激励 / 久川ふれあい広場でファミ
リ ー 緑 の 教 室 / ㈱ グ リ ー ン カ ル
チャーが県農業賞受賞 / ひのきス
ポーツクラブがオリンピックへの
取り組みを学ぶ / 県民税の期限内
納付に大きく貢献

14
～
17

くらしの情報
相談（３件）/ お知らせ・募集（１０
件）/ その他（１件）

17 田島中ソフトボール部全国大会で
惜敗 / 大宅町長の公務百景 / お詫
びと訂正

18 健康通信
総合健診（各種検診）を受診され
ていない方へ / 乳幼児健診・相談
カレンダー / ９・１０月の日曜当
番医 / 心の健康相談のお知らせ

20 図書館へ行こう！
21 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お

悔やみ申し上げます / まちの人口 /
編集後記

22 田島太鼓龍巳会 台湾・名古屋公演

今月の表紙
新成人の晴れ舞台「成人式」

開式前のひとときをスナップ

　

中
学
校
卒
業
後
、
子
ど
も
た
ち
は

不
安
と
希
望
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
５
年
、
時
代
の
荒
波
を

乗
り
越
え
て
た
く
ま
し
く
成
長
し
、

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ

た
新
成
人
。
未
来
を
担
う
人
材
と
し

て
の
飛
躍
に
期
待
を
込
め
、
大
人
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
た
節
目
を
祝
う

成
人
式
が
、
８
月
15
日
に
御
蔵
入
交

流
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
辞
で
は
、
大
宅
町
長
が
「
一
人

ひ
と
り
が
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
、

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
失
敗
に
臆
す
る

「
新
成
人
」二は

た

ち

十
歳
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

こ
と
な
く
、
精
一
杯
挑
戦
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
、
五
十
嵐
議
長
と
恩
師
を
代
表

し
て
元
南
郷
中
学
校
の
佐
久
間
俊
輔

先
生
（
現
白
河
市
立
白
河
中
央
中
学

校
教
諭
）
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
芳
賀

拓
磨
さ
ん（
田
島
中
学
校
卒
）が「
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
若
者
の
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
心
が
け
、
声
を
掛

け
合
い
協
力
す
る
こ
と
で
、
南
会
津

町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
、
力
強
く

〝
は
た
ち
の
こ
と
ば
〟を
述
べ
ま
し
た
。

はたちのことば
代表 芳賀拓磨さん（田島中学校卒）

記念品贈呈
代表 星 菜穂子さん（南郷中学校卒）

成人証書授与
代表 菅家亜紀さん（伊南中学校卒）

見事な司会で式を進行
左から高倉駿平さん（荒海中学校卒）と渡辺春菜さん（檜沢中学校卒）
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新 成 人 の 顔 ぶ れ
田
島
中
学
校
卒
業
生

檜
沢
中
学
校
卒
業
生

荒
海
中
学
校
卒
業
生

舘
岩
中
学
校
卒
業
生

伊
南
中
学
校
卒
業
生

南
郷
中
学
校
卒
業
生

ここに掲載されている写真は、㈲ヤマト商会さんから提供いただきました。ありがとうございました。
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結
婚
支
援 

～
３
つ
の
支
援
を
ご
紹
介
～

　

町
で
は
、「
地
域
全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る
環
境
の
整
備
」
を
掲
げ
、
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
結
婚
を
応
援
す
る
た
め
、
男
女
の
間
を
取
り
持

っ
て
い
た
だ
く
、「
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
追
加
で
募
集
し
ま
す
。

　
「
少
子
化
対
策
の
ス
タ
ー
ト
は
結
婚
か
ら
！
」
ご
支
援
い
た
だ
け
る
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
合
政
策
課　

企
画
政
策
係

℡
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

E-m
ail　

h_seisaku@m
inam

iaizu.org

　

福
島
県
で
は
、
独
身
男
女
の
出
会

い
等
を
支
援
す
る
、
結
婚
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
「
は
ぴ
福
な
び
」
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
結
婚
を
希

望
す
る
方
自
ら
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
、
登
録
か

ら
お
見
合
い
ま
で
を
行
う
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
あ
る
い

は
、
近
い
将
来
福
島
県
に
移
住
を
お

考
え
の
方
で
、
結
婚
を
誠
実
に
希
望

し
、
自
ら
婚
活
の
努
力
を
す
る
20
歳

以
上
の
独
身
男
女
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
ふ
く
し
ま
結
婚
・

子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
以
外
の
申
し
込
み
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

募

集

人

員

５
人
程
度

※
年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

活

動

期

間

決
定
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
申
し
出
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
次

　

年
度
へ
自
動
継
続
と
な
り
ま
す
。

募

集

資

格

①
親
身
に
な
っ
て
独
身
者
の
相
談
に

　

乗
っ
て
い
た
だ
け
る
方
。

②
広
報
紙
で
氏
名
な
ど
を
公
表
し
て

　

い
た
だ
け
る
方
。

募

集

締

切

活
動
内
容
等

①
主
に
各
地
域
に
お
け
る
結
婚
相
談

　

者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
、
異
性
へ

　

の
紹
介
活
動
業
務
を
担
っ
て
い
た

　

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま
す

　

が
、
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で

　

婚
姻
に
至
っ
た
際
は
、
５
万
円
分

　

の
商
品
券
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

③
活
動
中
の
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
や
損

　

害
賠
償
等
に
つ
い
て
は
「
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
保
険
」
に
よ
り
対
応

　

し
ま
す
。

　

９
月
29
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ

【
入
会
登
録
料
】　

１
万
円
（
２
年
間
有
効
・
税
込
み
）

※
本
年
９
月
末
ま
で
に
申
し
込
ん
だ

　

場
合
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

　

会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て
応
援
セ
ン

タ
ー

℡
０
２
４
（
５
４
４
）
０
０
７
０

ふくしま結婚   応援

少
子
化
対
策
の
ス
タ
ー
ト
は
結
婚
か
ら
！

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
を
追
加
募
集
し
ま
す

町

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
婚
活
し
ま
し
ょ
う

　
　

ー 

無
料
登
録
は
９
月
末
ま
で 

ー

県

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

町対

象

者

対
象
経
費

補
助
金
の
額

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
方
法

申
請
期
限

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
婚
姻
に
伴
う
新
生
活
を
経
済
的
に

支
援
す
る
た
め
、「
南
会
津
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
」
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
場
合
は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で

す
。

①
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

　

年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提

　

出
し
、
受
理
さ
れ
た
世
帯

②
※
世
帯
の
所
得
（
平
成
28
年
１
月

　

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
の

　

夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
金
額
）

　

が
３
４
０
万
円
未
満
で
あ
る
世
帯

③
対
象
と
な
る
住
居
が
町
内
に
あ
る

　

世
帯

④
補
助
申
請
時
に
夫
婦
の
双
方
、
ま

　

た
は
一
方
の
住
民
票
が
対
象
と
な

　

る
住
居
に
あ
る
世
帯

⑤
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助

　

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
世
帯

⑥
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
世

　

帯
⑦
過
去
に
、
こ
の
制
度
に
基
づ
く
補

　

助
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
が
い

　

な
い
世
帯

①
住
居
費

　

結
婚
を
機
に
平
成
29
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
町
内
に
住
宅
を
取
得
ま
た
は
町

内
の
賃
貸
物
件
を
賃
借
す
る
際
に
要

し
た
費
用
（
住
宅
の
購
入
費
、
賃
貸

物
件
の
賃
料
、
敷
金
、
礼
金
（
保
証

金
な
ど
こ
れ
に
類
す
る
費
用
を
含

む
）、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料
）

②
引
越
費
用

　

結
婚
に
伴
う
引
越
し
に
要
し
た
費

用
の
う
ち
、引
越
し
業
者
ま
た
は
運

送
業
者
へ
の
支
払
い
に
係
る
実
費

※
こ
れ
ら
の
経
費
の
う
ち
、
他
の
公

　

的
制
度
に
よ
る
補
助
な
ど
を
受
け

　

て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

※
結
婚
を
機
に
離
職
や
転
職
し
た
場

　

合
や
、
貸
与
型
奨
学
金
を
現
在
返

　

済
し
て
い
る
場
合
は
、
別
の
方
法

　

で
算
出
し
た
額

　

補
助
金
の
額
は
対
象
経
費
の
合
計

額
で
、
上
限
は
24
万
円
で
す
。

　

申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
、申
込
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
付
申
請
書
、
戸
籍
謄
本
（
全
部

事
項
証
明
）
な
ど

　

平
成
30
年
３
月
31
日

総
合
政
策
課　

企
画
政
策
係

℡
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

E-m
ail　

h_seisaku@m
inam

iaizu.org

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
の
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

若
者
定
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
付
金
事
業

南
会
津
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
！

新
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
新
規
学
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

①
新
規
学
卒
者

　

町
に
住
所
を
有
し
、新
規
に
高
校
・

大
学
等
を
卒
業
し
た
日
か
ら
２
年
以

内
に
、
正
社
員
と
し
て
就
職
し
た
方

②
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

　

40
歳
以
下
の
方
で
、
平
成
26
年
３

月
１
日
以
降
に
町
に
転
入
し
た
日
か

ら
２
年
以
内
に
、
正
社
員
と
し
て
就

職
し
た
方

３
つ
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
定
住
促
進
支
援
交
付
金

　

対
象
者
で
雇
用
期
間
が
３
か
月
を

経
過
し
た
方
に
、
１
人
１
回
限
り
で

10
万
円
分
の
商
品
券
と
現
金
（
夫
婦

で
定
住
の
場
合
は
30
万
円
分
）
を
支

援
し
ま
す
。

②
定
住
住
宅
費
支
援
交
付
金

　

右
①
の
該
当
者
で
、
借
家
な
ど
に

入
居
し
て
い
る
方
に
、
賃
貸
料
の
２

分
の
１
を
１
年
間
（
月
額
２
万
円
限

度
）
支
援
し
ま
す
。

③
人
材
育
成
交
付
金

　

定
住
促
進
支
援
交
付
金
の
該
当
者

を
雇
用
し
て
い
る
町
内
の
事
業
所

に
、
１
人
あ
た
り
10
万
円
を
交
付
し

ま
す
。

問
合
せ

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

℡
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

◆定期的に交付金を贈呈しています◆
　この交付金は定期的に贈呈式を開催しています。対象の
有無はお問い合わせください。
※写真は第１回贈呈式のようす（７月２６日）
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

時　間 内　容 特　記　事　項

　７：３０ 受 付 だいくらスキー場センター
ハウス２階カフェテリア

　８：００ 開 会 式 終了後、バスで植樹場所へ
移動

　９：００ 植樹スタート

１１：３０ 植樹作業終了 終了後、バスでだいくらス
キー場へ移動

１２：３０ 閉 会 式 豚汁でおもてなし

参

加

料

　

駒
止
湿
原
の
周
辺
に
生
い
茂
っ
て

い
た
ブ
ナ
林
は
、
戦
後
の
食
料
不
足

の
時
代
に
農
地
と
し
て
開
拓
さ
れ
ま

し
た
。

　

ブ
ナ
林
は
、
駒
止
湿
原
の
水
源
を

形
づ
く
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

失
わ
れ
た
ブ
ナ
林
の
再
生
を
目
指

し
て
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 ～ 

よ 

み 

が 

え 

れ 

ブ 

ナ 

林 

～

駒
止
湿
原
ブ
ナ
植
樹
祭
を
開
催

平
成
29
年
度 

福
島
県
地
域
創
生
総
合
支
援
事
業

無
料
で
す
。

作

業

内

容

　

１
人
５
本
程
度
の
ブ
ナ
の
苗
を
植

樹
し
ま
す
。

※
植
樹
方
法
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
説
明

　

し
ま
す
。

日

程

準

備

品

道
具
：
剣
ス
コ
ッ
プ
ま
た
は
ト
ウ
鍬く
わ

服
装
：
作
業
し
や
す
い
温
か
い
服
装

開

催

日

10
月
22
日
（
日
）

雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

植

樹

場

所

駒
止
湿
原　

旧
開
拓
農
地
跡

申
込
み
・
問
合
せ

「
駒
止
高
原
癒
し
の
森
づ
く
り
交
流

促
進
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
」

南
会
津
町
田
島
字
宮
本
東
22

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）６
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
２
４
１（
６
２
）６
３
０
７

Ｅ
メ
ー
ル h_syogaku@m

inam
iaizu.org

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

申
込
締
切
：
９
月
29
日
（
金
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

脳
の
病
気
で
、
高
齢
者
の
４
人
に
１

人
が
「
認
知
症
」
や
「
そ
の
予
備
軍
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
比

較
的
若
い
方
で
も「
若
年
性
認
知
症
」

と
診
断
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

地
域
で
か
か
わ
る
多
く
の
方
が
、

「
認
知
症
の
人
」
と
接
す
る
と
き
の

心
構
え
や
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
こ
と

で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
で
き
る
限

り
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に（
３
）

【
接
す
る
と
き
の
心
構
え
】

①
「
本
人
は
何
も
わ
か
っ
て
な
い
」

　

は
誤
り

　
〝
今
ま
で
の
自
分
で
な
く
な
っ
て

い
く
〟
こ
と
に
、
不
安
や
悲
し
み
を

感
じ
て
い
る
の
は
本
人
で
す
。

　

症
状
が
進
み
、
自
分
の
意
思
を
言

葉
で
表
現
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
子

ど
も
や
小
動
物
、
植
物
な
ど
を
慈
し

む
気
持
ち
や
豊
か
な
表
現
は
保
た
れ

て
い
ま
す
。

　

本
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
寄
り
添

う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

②
「
否
定
よ
り
肯
定
」
の
気
持
ち
で

　

接
す
る

　

認
知
症
の
人
の
思
わ
ぬ
言
動
に
戸

惑
い
、
間
違
い
や
失
敗
を
強
く
否
定

し
た
り
、
理
屈
に
任
せ
た
説
得
を
す

る
と
、
そ
の
人
は
罪
悪
感
や
孤
独
感

を
募
ら
せ
た
り
、
感
情
の
不
安
定
か

ら
攻
撃
的
な
行
動
に
移
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
間
違
い
や
失
敗
に
対
し

て
「
大
丈
夫
」
と
肯
定
す
る
気
持
ち

を
示
す
と
、
感
情
が
和
ら
ぎ
安
心
に

つ
な
が
り
ま
す
。

【
対
応
の
心
得
「
３
つ
の
な
い
」】

①
驚
か
せ
な
い

　

高
齢
者
に
な
る
と
、、
目
や
耳
、

感
覚
機
能
な
ど
も
低
下
し
ま
す
。
後

ろ
か
ら
声
を
か
け
る
と
、
ひ
ど
く
驚

か
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
急
が
せ
な
い

　
「
理
解
・
判
断
力
の
低
下
」「
実
行

機
能
障
害
（
段
取
り
よ
く
行
動
す
る

こ
と
が
難
し
い
）」
に
よ
り
、
考
え

る
ス
ピ
ー
ド
や
手
順
よ
く
行
動
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
、
そ
の
人
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

　

間
違
い
や
失
敗
を
し
て
も
、
プ
ラ

イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
対
応
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

【
具
体
的
な
対
応
「
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」】

　

認
知
症
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
付
き

合
い
を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
正
し
い
知
識
に
基
づ
く
対
応
が

必
要
で
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
日
常
的
に
さ
り
げ
な
い
言
葉
を

か
け
る
な
ど
の
対
応
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
ま
ず
は
見
守
る

②
余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る

③
声
を
か
け
る
と
き
は
一
人
で

④
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

⑤
相
手
に
目
線
を
合
わ
せ
て
や
さ
し

　

い
口
調
で

⑥
穏
や
か
に
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
口
調

　

で
⑦
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
、
ゆ

　

っ
く
り
と
し
た
対
応
を
心
が
け
る

【
家
族
へ
の
理
解
】

　

認
知
症
介
護
を
し
て
い
る
家
族
な

ど
は
、
家
族
の
誰
か
が
認
知
症
に

な
っ
た
と
き
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

戸
惑
い
や
否
定
、
混
乱
、
怒
り
に
陥

り
ま
す
。

　

中
に
は
、
怒
鳴
る
、
罵
の
の
しる

、
無
視

す
る
な
ど
の
精
神
的
苦
痛
を
与
え
た

り
、
世
話
を
放
棄
す
る
な
ど
、
虐
待

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
介
護
を
抱
え
込
ま
ず
、
複

数
人
と
協
力
し
て
認
知
症
介
護
を
支

え
ま
し
ょ
う
。

相談窓口

【南会津町地域包括支援センター】

社会福祉協議会介護事業所　0241-62-6161

社会福祉協議会西部事務所　0241-76-7131

【認知症の人と家族の会 南会津地区会】

世話人代表　青島ヤヨイ　　0241-66-2410

【認知症カフェ「オレンジの花」】

グループホーム花南会津　　0241-62-8700

－ ９月は「世界アルツハイマー月間」です －
　国際アルツハイマー病協会では、本人や家族への施策が充実されることを目的に、世
界中で啓発活動を行うとともに、認知症になっても安心して暮らせる社会に向けて、さ
まざまな活動をしています。
　認知症に対する正しい知識を持ち、本人への対応や家族への理解を深める機会にしま
しょう。

募

集

人

数

１
５
０
人

毎
月
第
２
金
曜
日
は「
ノ
ー
残
業
デ
ー
!!
」

南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
が
提
案

　

南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
で
は
、
昨

年
度
か
ら
『
若
者
が
元
気
モ
リ
モ
リ

楽
し
ん
で
い
る
町
!!
』
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
の
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

町
に
は
、
若
者
が
集
ま
れ
る
、
楽

し
め
る
、
交
流
で
き
る
場
所
や
時
間

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、「
こ
れ
が
あ

っ
た
ら
い
い
よ
ね
」
と
い
う
若
者
の

率
直
な
思
い
を
形
に
す
る
た
め
、
10

月
13
日
（
金
）
か
ら
毎
月
第
２
金
曜

日
を
〝
町
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
〟

と
し
、
若
者
が
集
ま
る
時
間
を
創
出

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ノ
ー
残
業
デ
ー
当
日
は
い
つ
も
よ

り
早
く
退
社
し
、
友
達
と
出
か
け
た

り
、
み
ん
な
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た

り
、
趣
味
や
家
族
と
の
時
間
を
有
効

に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ワ
カ
モ
ノ
会
議
で
も
、
ノ
ー

残
業
デ
ー
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
企
業
様
に
も
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
毎
月
第
２
金

曜
日
の〝
町
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
〟

に
、
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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７月１６日から８月１８日の間に、納税（応援寄付金）いただいた方々をご紹介します。

ふるさと納税（応援寄付金）  ありがとうございます

住　所 氏　名 住　所 氏　名
福 島 県 郡 山 市 黄　　　英　雄　様 東 京 都 板 橋 区 菊　地　　　淳　様
栃 木 県 宇 都 宮 市 林　　　壮　一　様 東 京 都 板 橋 区 菊　地　マリ子　様
茨 城 県 日 立 市 宮　本　美　徳　様 東 京 都 港 区 篠　原　　　泰　様
埼 玉 県 さ い た ま 市 金　浜　　　透　様 東 京 都 港 区 横　山　賢　次　様
埼 玉 県 さ い た ま 市 青　島　朋　子　様 東 京 都 台 東 区 皆　川　大　輔　様
埼 玉 県 さ い た ま 市 斉　藤　豊　和　様 東 京 都 足 立 区 大　貫　　　肇　様
埼 玉 県 川 口 市 湯　田　チサト　様 東 京 都 世 田 谷 区 草　野　友　行　様
新 潟 県 新 潟 市 高　橋　希代晴　様 東 京 都 府 中 市 廣　野　　　光　様
神 奈 川 県 横 浜 市 武　村　明　彦　様 東 京 都 多 摩 市 千　田　若　菜　様
兵 庫 県 西 宮 市 髙　石　義　隆　様 広 島 県 広 島 市 沢　野　林太郎　様

福 岡 県 大 野 城 市 古　賀　　　滋　様
匿名希望 ２１件 計 ４２件

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
毎
年
ゴ
ー
マ
ン
杯
で
お
邪
魔
し
て
ま
す
。
一
昨
年
の
水
害
時
に

応
援
納
税
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
複
雑
で
諦
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
ゴ
ー
マ
ン
杯
に
行
け
ま
せ
ん
が
、
来
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

▼
ま
た
遊
び
に
行
き
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を
守
り
続
け
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

▼
心
の
ふ
る
さ
と
福
島
南
会
津
、
頑
張
れ
。

▼
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
津
田
島
駅
の
近
く
に
、
日
帰
り
温
泉
ま
た
は
ス
ー
パ
ー
銭
湯

の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

▼
民
宿
や
ま
さ
ん
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ふるさと納税がクレジット決済できるようになりました。
パソコンやスマートフォンからも申込みできます。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

総合政策課 地域振興係
0241-62-6210

問南会津町 ふるさと納税

地域支え合いボランティアポイント事業

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　社会福祉協議会では、地域住民による支え合い活動を推進するため、平成２９年度から

「地域支え合いボランティアポイント事業」を始めました。

事業内容

　社会福祉協議会で登録すると、ボランティアポイン

トカードを発行します。

　対象となるボランティア活動を行うと、１回の活動

につき１ポイントが付与され、１０ポイントになると、
※商品券１, ０００円分と交換できる事業です。

※ただし、年間１人５, ０００円分を上限とします。

事前登録・要件

　ボランティアポイントカードの発行

にあたり、社会福祉協議会で事前登録

が必要です。

　なお、登録要件は次のとおりです。

①高校生（１６歳）以上

②町内でボランティアを行う方

【応募・問合せ】　社会福祉協議会　本所 ０２４１-６２-４１６９　　西部事務所 ０２４１-７６-７１３１

　社会福祉協議会では、近隣の高齢者世帯などに対して、資格を必要
としない簡単な支援（具体的な活動内容は上記のとおり）をする「生
活支援ボランティア」に登録くださる方を募集します。
　「地域に少しでも貢献したい」と考えている方からの応募をお待ち
しています。

 生活支援ボランティア の 登録者募集

ポイントを付与するボランティア活動　次のボランティア活動を行うと、１回１ポイントを付与します。

「生活支援ボランティア」
近隣の支援が必要な高齢者世帯などへの活動

ごみ出し 電球交換
ストーブなどの

給油

時計などの

電池交換
一緒に

通院
一緒に

買い物

※利用者は、社会福祉協議会が認定した高齢者または障がい者です。
※ボランティアと利用者間の調整は、社会福祉協議会が行います。

その他のボランティア活動

地域のサロン

活動のお手伝い

社会福祉協議会の

事業

　　　配食サービス、

　　 募金活動など

町内福祉施設での

活動

　　　環境整備、

　　 慰問活動など

▼
同
じ
福
島
県
民
、
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

▼
母
の
実
家
が
あ
り
、
好
き
な

場
所
で
す
。
立
ち
寄
る
機
会
は

少
な
い
の
で
す
が
、
ど
こ
か
で

気
に
か
け
て
い
ま
す
。

▼
緑
を
、
自
然
を
、
守
っ
て
く

だ
さ
い
！

▼
１
年
ほ
ど
前
に
、
郡
山
市
に

在
住
し
て
い
ま
し
た
。
自
然
が

豊
富
で
、
す
ぐ
に
溶
け
込
み
ま

し
た
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
温
泉
が
と
て
も
良
い
で
す
。

▼
い
つ
も
お
い
し
い
ト
マ
ト
を

購
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

お盆の帰郷に合わせて、ふるさと納税（応援寄付金）を直接大宅町
長に手渡された、東京都板橋区在住の菊地淳さん（左）とマリ子さ
ん（右）ご夫妻（８月１７日町長室にて）

９月の納税こよみ
国 民 健 康 保 険 税　第３期
介 護 保 険 料　第３期
後期高齢者医療保険料　第２期
国 民 年 金　８月分

納期限は１０月２日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所町民課　　　℡ 0241-78-3320

伊南総合支所町民課　　　℡ 0241-76-7711

南郷総合支所町民課　　　℡ 0241-72-2111

※商品券は、町内で利用できる「南会津町商業振興協同組合」が発行する商品券です。
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

田島チビッ子レスリングクラブの女子２人
レスリング全国大会で第３位

第３位に輝いた阿久津こはるさん（左）と湯田鈴さん（右）

　

全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
が

７
月
21
日
～
23
日
に
福
岡
県
北
九
州
市
で
開
催

さ
れ
、
田
島
チ
ビ
ッ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

阿
久
津
こ
は
る
さ
ん
（
荒
海
小
３
年
）
と
湯
田

鈴
さ
ん
（
田
島
小
３
年
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

阿
久
津
さ
ん
は
女
子
の
部
３
年
生
24
㌔
級
に

出
場
。「
入
賞
を
目
標
に
自
分
の
試
合
が
で
き

た
。
次
こ
そ
全
国
制
覇
」
と
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

湯
田
さ
ん
は
同
33
㎏
級
に
出
場
。「
タ
ッ
ク

ル
で
つ
ぶ
さ
れ
て
悔
し
い
。
来
年
こ
そ
は
優
勝

し
た
い
」
と
一
層
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

会津信用金庫の地域貢献活動
四輪歩行車２台を寄贈

　

８
月
３
日
、
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
た
町

に
、
会
津
信
用
金
庫
か
ら
お
年
寄
り
の
歩
行
を

補
助
す
る
四
輪
歩
行
車
２
台
が
寄
贈
さ
れ
、
添

田
英
幸
常
務
理
事
ら
が
町
長
室
を
訪
れ
、
大
宅

町
長
に
歩
行
車
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
備
え
て
あ
り
、
寄
贈
さ
れ
た
歩
行
車
が

最
大
限
活
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
を
受
け
大
宅
町
長
は
、「
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
た
め
、
有
功
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
四
輪
歩
行
車
は
、
庁
舎
の
１
階

に
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
に
ご
用
の
際

に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

四
輪
歩
行
車
を
贈
る
添
田
英
幸
常
務
理
事（
左
）

ま ち の 話 題
news ＆ topics

㈱グリーンカルチャーが県農業賞受賞
農業分野で地域に大きく貢献

役場新庁舎が落成
町の歴史に新たな１ページ

大宅町長から感謝状を受ける東邦土建工業㈱の馬場社長（右）

　

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
拠
点
と
な
る
新
庁
舎

の
落
成
式
が
、
８
月
５
日
に
多
数
の
来
賓
を
招

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
宅
町
長
は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
最
新
設
備
や
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
徴

あ
る
庁
舎
に
な
っ
た
。
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
む
」
と

あ
い
さ
つ
。
出
席
者
に
新
庁
舎
の
特
徴
と
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
施
工
業
者
11
社
に
感
謝
状
を

贈
る
と
と
も
に
、
代
表
し
て
東
邦
土
建
工
業
㈱

の
馬
場
富
男
社
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
そ
ば
や
地
酒
が

振
舞
わ
れ
、
お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
新
庁
舎
の
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

瑞空塾田島支部の２人に事業後初の激励金を交付
全国大会出場で選手を激励

　

平
成
29
年
度
よ
り
新
た
に
始
ま
っ
た
「
ス
ポ

ー
ツ
大
会
出
場
選
手
激
励
金
交
付
事
業
」
で
、

瑞
空
塾
田
島
支
部
の
渡
部
優
飛
さ
ん
（
田
島
小

５
年
）
と
長
谷
川
亜
孟
さ
ん
（
田
島
小
１
年
）

が
、
事
業
後
初
の
該
当
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
空
手
競
技
形
の
部
で
全
日
本
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
、
７
月
31
日
に
大
宅
町
長

よ
り
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
激
励
金
は
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
予
選
会
を
経
て
全
国
大
会
に
出
場
す

る
選
手
に
、
激
励
の
意
を
込
め
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

左から星教育長、湯田浩一郎監督、長谷川亜孟さん、渡部優飛さん、大宅町長

久川ふれあい広場でファミリー緑の教室
森林の恵みの素晴らしさを体感

　

8
月
19
日
、
伊
南
地
域
青
柳
地
区
久
川
ふ
れ

あ
い
広
場
周
辺
で
、
南
会
津
地
方
緑
化
推
進
委

員
会
の
主
催
に
よ
る
「
第
30
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
緑

の
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
南
会
津
郡
内
の
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
家
族
ら
18
人
が
参
加
し
、
ガ
イ
ド
や
講
師
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
久
川
城
跡
の
自
然
観
察
や

木
工
ク
ラ
フ
ト
、
こ
け
玉
づ
く
り
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
夏

休
み
の
よ
い
思
い
出
に
な
る
1
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

地域の自然に親しんだ参加者

　

県
内
の
農
業
分
野
の
賞
で
最
も
権
威
の
あ
る

第
58
回
福
島
県
農
業
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、

南
郷
地
域
の
㈱
グ
リ
ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
（
五
十

嵐
伸
人
社
長
）
が
「
農
業
経
営
改
善
部
門
」
で

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
水
稲
44
㌶
、
ト
マ
ト
１
㌶
を
栽
培
す

る
ほ
か
、
水
稲
の
作
業
受
託
や
育
苗
も
年
々
増

加
さ
せ
る
な
ど
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
進

行
す
る
中
で
、
地
域
農
業
の
確
立
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
を
含
め
15
人
の
従
業
員
を
雇

用
す
る
な
ど
、
地
域
の
雇
用
確
保
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
担
い
、
町
の
農
業

を
牽
引
す
る
中
核
経
営
体
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ひのきスポーツクラブが見学会を開催
オリンピックへの取り組みを学ぶ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
の
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

７
月
26
日
に
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
た
東
京
都

の
取
り
組
み
を
知
る
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
に
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

保
護
者
ら
19
人
が
参
加
し
、
都
庁
で
職
員
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
知
識
や
東
京
大
会
に
向

け
た
取
り
組
み
の
説
明
を
聞
く
と
と
も
に
、
東

京
体
育
館
と
新
国
立
競
技
場
の
建
設
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

変
わ
り
ゆ
く
首
都
・
東
京
の
姿
を
見
る
貴
重

な
体
験
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
や
ク
ラ
ブ
に
と

っ
て
も
、
3
年
後
の
開
催
に
さ
ら
に
夢
が
膨
ら

む
見
学
会
に
な
り
ま
し
た
。

東京都庁を訪れたひのきスポーツクラブの関係者

個人と団体、町に感謝状
県民税の期限内納付に大きく貢献

　

永
年
に
わ
た
り
、
県
民
税
の
納
期
内
納
付
に

多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
と
団
体
に
、
南
会

津
地
方
振
興
局
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

個
人
で
は
、
組
合
の
円
滑
な
運
営
と
組
織
維

持
に
尽
力
さ
れ
た
、
長
野
区
の
大
竹
祥
介
さ
ん

（
壽
こ
と
ぶ
き

納
税
貯
蓄
組
合
長
）
に
納
税
功
労
者
感
謝

状
が
、
団
体
で
は
、
67
年
の
長
き
に
わ
た
り
県

民
税
の
納
期
内
納
付
と
納
税
意
識
の
高
揚
に
寄

与
さ
れ
た
、
針
生
沖
川
納
税
貯
蓄
組
合
（
湯
田

哲
組
合
長
）
に
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
県
民
税
の
賦
課
徴
収

で
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た
町
に
対
し
、
福
島
県

知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

左から湯田哲さん、大竹祥介さん、大谷英明南会津地方振興局長、
渡部副町長

左から大竹礼人さん、五十嵐伸人社長、大宅町長、阿久津和隆さん
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相
　
談

お
知
ら
せ
・
募
集

　

高
齢
に
と
も
な
う
「
も
の
わ
す
れ
」
に
つ
い

て
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

９
月
27
日
（
水
）
伊
南
保
健
セ
ン
タ
ー

　

10
月
４
日
（
水
）
舘
岩
会
館

　

10
月
11
日
（
水
）
南
郷
総
合
支
所

　

10
月
25
日
（
水
）
舘
岩
会
館

　

11
月
８
日
（
水
）
南
郷
総
合
支
所

　

11
月
15
日
（
水
）
南
郷
総
合
支
所

　

11
月
22
日
（
水
）
伊
南
保
健
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

も
の
わ
す
れ
に
悩
む
本
人
の
ほ
か
、
家
族
か

　

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

生
活
状
況
の
聞
き
取
り
や
支
援
の
方
法
な
ど
、

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

※
こ
の
ほ
か
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　

随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

も
の
わ
す
れ
相
談
を
開
催
し
ま
す

日問℡ 内 対

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
６
１

問℡

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、
賃
金
や
退
職
、

人
間
関
係
な
ど
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
、
疑
問

を
解
決
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

現
地
相
談
会
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
す
る

労
働
委
員
会
委
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。）

●
現
地
相
談
会

　

10
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

福
島
県
自
治
会
館
（
福
島
県
労
働
委
員
会
事

　

務
局
）・
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　

無
料

　

電
話
予
約
に
よ
る
時
間
指
定
も
可
能
で
す
。

●
電
話
相
談

　

10
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
５
９
４

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
５
９
４

　

 roudousoudan@pref.fukushim
a.lg.jp

労
働
困
り
ご
と
相
談
会
の
お
知
ら
せ

場 日料日℡ 注問℡Ｅ

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す

　

日
常
生
活
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご

と
や
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
一
層

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
す
る
「
全
国
一

斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

福
島
地
区　

福
島
地
方
法
務
局

　

福
島
市
霞
町
１
の
46
（
福
島
合
同
庁
舎
）

　

郡
山
地
区　

郡
山
ビ
ッ
グ
ア
イ

　

郡
山
市
駅
前
二
丁
目
11
の
１

　

い
わ
き
地
区　

福
島
地
方
法
務
局
い
わ
き
支
局

　

い
わ
き
市
平
字
堂
根
町
４
の
11

　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
き
、
土
地
の
境

　

界
問
題
（
筆
界
問
題
を
含
む
）、
遺
産
相
続
、

　

土
地
・
家
賃
な
ど
の
供
託
、戸
籍
・
国
籍
問
題
、

　

夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、い
じ
め
・
体
罰
問
題
、

　

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
障
が
い
者

　

の
差
別
問
題
、
風
評
被
害
に
よ
る
人
権
問
題

　

な
ど
。

　

相
談
は
、
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地

　

家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員
が

　

担
当
し
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

日場場場内注

　

福
島
地
区　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
８
３

　

郡
山
地
区　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　

０
２
４
（
９
６
２
）
４
５
０
０

　

い
わ
き
地
区　

福
島
地
方
法
務
局
い
わ
き
支
局

　

０
２
４
６
（
２
３
）
１
６
５
１

問℡問℡問℡

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
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県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月

間
」
と
定
め
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正

軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す

る
目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な

ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正

軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
、
使
用

さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ

り
、
環
境
汚
染
や
不
法
投
棄
の
問
題
の
ほ
か
、

公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、
さ
ら
に
は
暴
力
団

等
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら
な
い
・
買

わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
県
民
の
皆

様
の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
は
、
県
庁
税
務
課
ま

た
は
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
０
５

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
９
０
５

　

zeim
u@pref.fukushim

a.lg.jp

　

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
４

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
９

　

m
inam

iaizu.kenzei@pref.fukushim
a.lg.jp

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
の
お
知
ら
せ

問℡Ｅ Ｆ問℡Ｅ Ｆ

　

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

説
明
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で
す
。

　

席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。

　

説
明
会
終
了
後
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

　

施
し
ま
す
の
で
、
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

各
会
場
と
も
、
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
い

　

た
だ
く
か
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
の
上
、

　

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

田
島
税
務
署　

調
査
部
門

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
３
０

※
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ

　

さ
い
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

内注問℡

日　　　　　　　　　　時 場　　　所 定　員

１０月１０日（火）
①午前１０時～午前１１時３０分
②午後１時３０分～午後３時

舘岩会館１階大ホール 　各５０人

１０月１２日（木）
①午前１０時～午前１１時３０分
②午後１時３０分～午後３時

御蔵入交流館多目的ホール 各１２０人

１０月１３日（金）
①午前１０時～午前１１時３０分
②午後１時３０分～午後３時

南郷総合支所２階大会議室 　各３０人

１０月１６日（月）
①午前１０時～午前１１時３０分
②午後１時３０分～午後３時

伊南会館３階大集会室 各２００人

　

土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
裁
判

で
解
決
す
る
し
か
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
法
務
局
の
「
筆
界
特
定
制
度
」
を
活
用
す

れ
ば
、
裁
判
を
し
な
く
て
も
境
界
ト
ラ
ブ
ル
を

早
期
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
そ
の
土
地
が
登
記
さ
れ
た
と

き
の
境
界
（
筆
界
）
を
法
務
局
が
現
地
で
調
査

し
て
明
ら
か
に
す
る
制
度
で
あ
り
、
特
定
さ
れ

た
筆
界
は
法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
、
筆
界
の

位
置
を
示
す
証
拠
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
し
て
、
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
や
解
決
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

〒
９
６
０
―

８
０
２
１

　

福
島
市
霞
町
１
の
46
（
福
島
合
同
庁
舎
内
）

　

０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
８

　

http://www.m
oj.go.jp/M

INJI/m
inji104.

　

htm
l

法
務
局
の「
筆
界
特
定
制
度
」を

ご
存
知
で
す
か

問℡HP

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
統

計
法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
重
要
な
調
査
で

す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
各
種

行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
基
準
日
】

　

10
月
１
日
現
在

【
調
査
対
象
】

　

無
作
為
で
抽
出
し
た
世
帯
に
、
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
15
歳
以
上
の
方

【
調
査
方
法
】

　

９
月
下
旬
ご
ろ
、
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯

に
調
査
員
が
直
接
訪
問
し
、
関
係
書
類
を
お
配

り
し
ま
す
。

【
回
答
方
法
】

　

回
収
に
訪
問
し
た
調
査
員
に
お
渡
し
い
た
だ

く
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
回
答

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

総
合
政
策
課
広
報
情
報
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す

問℡

お
知
ら
せ
・
募
集
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申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

そ
の
他

ふ
る
さ
と
・
ふ
く
し
ま
合
同
就
職

面
接
会
in
東
京
２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す

　

福
島
労
働
局
で
は
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
、
首
都
圏
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方
や
学
卒

を
含
む
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
、
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　

東
京
交
通
会
館
12
階
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

　
（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２
の
10
の
１
）

　

参
加
企
業
30
社
、事
前
申
込
不
要
、参
加
無
料

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

　

０
２
４
（
５
２
９
）
５
４
３
８

℡ 問 日場内

８月 会議・行事名
１ 県治水協会、県砂防協会役員会・

通常総会
２ 南会津高等学校振興連絡協議会
３ 会津信用金庫四輪歩行車贈呈式

/ ＪＡ会津よつば・会津１７市
町村トップセールス

４ ＪＡ会津よつば・会津１７市町
村トップセールス

５ 新庁舎落成式 / 田島ホーム盆踊
り大会

６ 水防訓練 / 湯花里苑夏祭り
７ 国道 352 号改良工事促進期成

同盟会総会 / 田島太鼓龍巳会台
湾公演終了報告

８ 南会津地方広域市町村圏組合管
理者会 / 南会津地方環境衛生組
合管理者会

10 「道の日」道路清掃美化作業出
発 式 / 東 武 鉄 道 ㈱ SL「 大 樹 」
開業記念式典

15 成人式
17 新庁舎木質化県監査委員等現地

調査 / 菊地淳さんご夫妻ふるさ
と納税納付訪問 / 三春町議会新
庁舎視察

18 県道黒磯田島線整備促進期成同
盟会総会

19 伊南ホーム夏まつり
20 南郷ホーム夏まつり
23 県道栗山舘岩線整備促進期成同

盟会総会
24 ようこそ町長室へ（田島・伊南

地域）/ 土地区画整理協会懇談
会

26 職員採用試験（大学卒）２次試
験

28 南会津地方環境衛生組合議会定
例会 / 南会津地方広域市町村圏
組合議会定例会 / 南会津会理事
会 / 東部生コンクリート㈱株主
総会

29 第２６回全会津グラウンドゴル
フ大会 / 荒海財産区議会定例会
/ 平成２８年度決算審査講評 /
田島東和会納涼会懇談会

30 栃木西部・会津南道路中央要望
31 南会津広葉樹利用生産組合要望

/ ㈱グリーンカルチャー県農業
賞受賞報告 / 荒海中・南会津中
学校中体連陸上競技東北大会入
賞報告

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 40
くらしの情報
local   life   Information

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金
銭
貸
借
、

不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際
し
て
の
慰
謝
料
、
養

育
費
な
ど
の
問
題
は
、
後
々
に
も
め
ご
と
を
引

き
起
こ
し
が
ち
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決

め
を
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

０
２
４
２
（
３
７
）
１
９
５
５

第
27
回
公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

℡ 問

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
（
施
設
見
学
会
）
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

見
学
会
当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も

体
験
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

９
月
25
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

　

０
２
４
２
（
２
６
）
１
５
８
５

「
施
設
見
学
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す

～ 

職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決 

～

日問℡℡Ｆ 問

　

地
域
の
方
々
に
、
医
療
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と

お
し
て
、
一
人
一
人
の
健
康
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
内
お
よ
び
駐
車
場

　
（
会
津
若
松
市
河
東
町
谷
沢
字
前
田
21-

２
）

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す

日場問℡ 内
　

医
療
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

　

ト
（
地
元
団
体
の
ダ
ン
ス
・
合
唱
な
ど
）、

　

健
診
・
リ
ハ
ビ
リ
イ
ベ
ン
ト
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

　

リ
の
展
示

※
救
急
業
務
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ド
ク
タ
ー

　

ヘ
リ
の
展
示
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

　

会
（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
室
）

　

０
２
４
２
（
７
５
）
２
２
４
２

　

（公財）
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会
東
北
安
全
衛
生

技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
次
の
試
験
を
県
内
で
開
催
し
ま
す
。

　

各
種
免
許
の
資
格
取
得
は
、
労
働
災
害
を
防

止
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
数
少
な

い
受
験
の
機
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
験

し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
26
日
（
日
）

　

日
本
大
学
工
学
部

　
（
郡
山
市
田
村
町
徳
定
字
中
河
原
１
）

「
福
島
地
区
出
張
特
別
試
験
」の
ご
案
内

　

～
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
な
ど
全
６
種
～

日場

　

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、

　

ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
（
ク
レ
ー
ン

　

限
定
）、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
第
一

　

種
衛
生
管
理
者
、
第
二
種
衛
生
管
理
者

　

（公財）
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会
東
北
安
全
衛
生

　

技
術
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
８
９
―

２
４
２
７

　

宮
城
県
岩
沼
市
里
の
杜
１
の
１
の
15

　

０
２
２
３
（
２
３
）
３
１
８
１

　

http://tohoku.exam
.or.jp/

℡HP 問 内「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ド
ラ
イ
ブ
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」

開
催
中
！

　
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」
と
は
、福
島
（
Ｆ
），茨
城
（
Ｉ
）、

栃
木
（
Ｔ
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、「
Ｆ

Ｉ
Ｔ
構
想
」
と
し
て
３
県
の
県
際
地
域
（
那
須

岳
・
八
溝
山
を
中
心
と
す
る
地
域
）
が
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
交
流
・
連
携
を
も
と
に
、
広

域
交
流
圏
と
し
て
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
内
の
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
、地
域
内
の
周
遊
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ド
ラ
イ
ブ
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

　

平
成
30
年
１
月
25
日
（
木
）
ま
で

【
参
加
方
法
等
】

①
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
内
の
道
の
駅
や
観
光
名
所
な
ど

　

に
設
定
し
た
指
定
ス
ポ
ッ
ト
の
写
真
を
撮
影

②
複
数
枚
集
め
て
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
事

　

務
局
宛
に
応
募

【
賞
品
】

　

抽
選
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

　

ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま

　

す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
推
進
協
議
会
事
務
局

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
１
１
８

　

http://w
w

w.fit-area.jp/

℡ 問HP

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
か
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス
（
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ

　

レ
ー
シ
ョ
ン
科
）

　

11
月
１
日
～
翌
年
４
月
27
日
ま
で
（
６
か
月

　

間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

15
人

　

無
料

　

10
月
11
日
（
水
）

　

選
考
日　

10
月
18
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

　

０
２
４
２
（
２
６
）
１
５
８
５

「
職
業
訓
練
生
」を
募
集
し
ま
す

日 内対注 締 定料問℡Ｆ

お
知
ら
せ
・
募
集

ー お詫びと訂正 ー
　２０１７年７月号（№１３７）の表紙に

関連した記事で「田島太鼓龍巳会」とある

のは、「田島保育園年長児童」の誤りでした。

　お詫びして訂正いたします。

全
国
大
会
で
優
勝
チ
ー
ム
に
惜
敗

田
島
中
３
年
生
最
後
の
大
会
「
第
17
回
全
日
本
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

　

（公財）
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
催
す
る

中
学
女
子
の
全
国
大
会
３
大
会
の
う
ち
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
も
参
加
が
可
能
な
全
日
本
中
学

生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
大
阪
市
舞

洲
を
舞
台
に
８
月
12
日
か
ら
14
日
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
代
表
の
田
島
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
は
２
回
戦
か
ら
出
場
し
、
初
優
勝
を
飾

っ
た
岐
阜
県
代
表
の
岐
阜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
と
対

戦
。
炎
天
下
で
の
試
合
は
、
初
回
に
１
点
を

先
制
さ
れ
る
も
投
手
戦
が
続
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
５
回
に
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
４

点
、
７
回
に
も
１
点
を
追
加
さ
れ
、
田
島
中

は
ラ
ン
ナ
ー
を
出
す
も
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ

ず
０
―
６
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
一
丸
で
挑
ん
だ
３
年
生
最
後
の
大

会
。
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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健康通信
Health Information

心の健康相談のお知らせ

　南会津保健所では、精神科医師・保健師による「心の健康相談」を実施しています。

　相談は無料で秘密は厳守されますので、悩みや不安のある方は、お気軽にご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

９月22日（金） 13：30～15：00 南会津保健所
・料金は無料です。
・予約制ですので、事前に南会津保健所まで
　お申込みください。

　南会津保健所　保健福祉課　０２４１- ６３- ０３０５問

乳幼児健診・相談カレンダー

月日 病　　院　　名 電　話

９月17日 佐 藤 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2134

　　24日 き む ら ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-62-5576

10月１日 高 橋 医 院 （南会津町） 0241-62-0040

　　８日 芳 賀 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2128

　　15日 長 谷 川 医 院 （南会津町） 0241-62-0032

　　22日 馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141

　　29日 な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

９・１０月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　　　　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　　　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　　　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　　　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康診査
期　日 健診内容 受付時間 場　　所 対　象　者

９月15日（金） ２歳児歯科健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成27年３月～４月生まれ

９月20日（水） ３～４か月児健診 平成29年５月生まれ

10月11日（水） ３歳６か月児健診 平成26年４月生まれ

10月25日（水） ３～４か月児健診 平成29年６月生まれ

●乳幼児健康相談
期　日 相談内容 受付時間 場　　所 対　象　者

９月14日（木） １歳児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）
平成28年７月～９月生まれ

10月３日（火） ６～８か月児健康相談 平成29年２月～３月生まれ

健康通信
Health Information

総合健診（各種検診）を受診されていない方へ
①追加健診（特定健診・がん検診等）のお知らせ
　４～６月に実施した総合健診を、都合により受診されなかった方を対象に、追加で健診を実施いたします。
　この機会に、ぜひ受診してください。

●開 催 日　１０月２８日（土）
●受付時間　午前７時３０分～午前９時（時間厳守）
●場　　所　御蔵入交流館　健診ホール
●事前予約　電話などで事前に予約をしてください。なお、予約により配布される尿カップ・スポイト・検体容器などは、
　　　　　　原則取りに来ていただくようお願いします。
●予約期限　１０月２０日（金）
●持 ち 物　健康保険証・検体（尿・便・たん）・受診料金・健康手帳（お持ちの方）

健診（検診）内容・料金表
№ 検査項目 対　　象　　者 受　　診　　料

１ 特 定 健 診
４０～７４歳で国民健康保険の加入者 １, ０００円
４０～７４歳で、その他の健康保険に加入して
いる方の扶養者 加入する保険者にお問い合わせください

２ 胃 が ん 検 診 ３０歳以上 １, ０００円（７０歳以上は５００円）
３ 大 腸 が ん 検 診 ３５歳以上 　　５００円
４ 肺がん（カクタン）検診 ４０歳以上（喫煙指数４００以上の方を推奨） １, ０００円（７０歳以上は５００円）
５ 前 立 腺 が ん 検 診 ５０歳以上の男性 　　７００円
６ 肝 炎 ウ イ ル ス 検 診 ４０歳以上 　　８００円
７ 胸 部 レ ン ト ゲ ン 検 査 ４０歳以上 無　料
８ 県 民 健 康 調 査 １６～３９歳で当該調査の対象者 無　料

※ №２～７の検査項目は、７５歳以上の方も受診できます。

②施設健診（特定健診）のお知らせ
　都合により、上記①の「追加健診」を受診できない方は、指定する医療機関で受診することもできます。

●受診期間　町が発行する「受診券」が届いてから平成３０年３月３１日まで。
●対 象 者　国民健康保険に加入する４０～７４歳の方
●持 ち 物　受診券・国民健康保険証・受診料金１,０００円
●そ の 他　事前に、指定医療機関への予約が必要です。

指定医療機関一覧
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

県 立 南 会 津 病 院 （南会津町） ０２４１- ６２- ７１１１ 高 橋 医 院 （南会津町） ０２４１- ６２- ００４０
長 谷 川 医 院 （南会津町） ０２４１- ６２- ００３２ なかやクリニック （南会津町） ０２４１- ７３- ２０３６
きむらクリニック （南会津町） ０２４１- ６２- ５５７６ 佐 藤 医 院 （下 郷 町） ０２４１- ６７- ２１３４
馬 場 医 院 （南会津町） ０２４１- ６２- ０１４１ 朝 日 診 療 所 （只 見 町） ０２４１- ８４- ２２２１

申込み ・ 問合せ

健康福祉課　健康増進係　　　　　　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係　０２４１- ７２- ２２２５

容器返却のお願い

　４～６月の総合健診で配布された大腸がんおよび
肺がん（カクタン）検診の未使用容器（未開封のも
のに限る）は、追加健診で使用できます。
　受診されない場合は、問合せ先へご返却ください。

　普段の通院による受診では検査しない検査項目もありますので、この機会を活用し、自覚症
状の出にくい「命にかかわる生活習慣病」を予防・早期発見していきましょう。
　すでに服薬している場合でも、普段は検査しない項目で合併症などの危険信号が見つかる場
合もあります。定期的に通院されている方もぜひ受診してください。
　生活習慣病の特徴は重症化してはじめて自覚症状が出ることです。健診を受けるその一歩が
今後の人生を大きく左右します。
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◆学校もいよいよ２学期に突入。通学路には久方ぶりに
　子どもたちの元気な声が戻ってきました。
◆「おはようございます」「さようなら」南会津町の子
　どもたちは、あいさつがしっかりしていて本当に元気
　がいいですね。
◆今年の成人式でも、たくましく成長した新成人の姿を
　みることができました。子どもたちの将来がとても楽
　しみです。
　　　　　　　　　E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
　　　　　　　　　総合政策課　舟 木 浩 隆

ご意見・ご要望は

コチラまで！

編 記後集

【一般図書】

お咒い日和 　　　　　　　　　加門　七海　著 

国会女子の忖度日記 　　　　　神澤　志万　著

夫の定年　　 　　　　　　グループわいふ　著

濱地健三郎の霊なる事件簿 　有栖川　有栖　著

カンナさーん！　　 　　　深谷　かほる　原作

ＡＸ　　　　　　　　 　　　伊坂　幸太郎　著

決戦！関ヶ原２ 　  　　　葉室　麟　ほか　著

瞬殺怪談　斬　　 　　　　　　我妻　俊樹　著

悪女の品格　　　 　 　　　　 辻堂　ゆめ　著

空に咲く恋 　　　　　　　　　福田　和代　著

【児童図書】

少年Ｎの長い長い旅03　　　　石川　宏千花　著

夕凪の街　桜の国　　こうの　史代　原作・ｲﾗｽﾄ

いのちのたべもの　　　　　中川　ひろたか　文

すごいね！みんなの通学路　ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ・ﾏｶｰﾆｰ　文

あいたくなっちまったよ　きむら　ゆういち　作

まねきねこだ！！　　　　　　高畠　邦生　さく

このママにきーめた！　　　　　　のぶみ　さく

妖怪美術館　　　　　　　　　　広瀬　克也　作

おつきみバス　　　　　藤本　ともひこ　作・絵

かがやく昆虫のひみつ　　中瀬　悠太　著・写真

電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

新 着 本 の ご 案 内

≪おはなし会≫

テーマ 「おいしいね」 「うんどうしよう！」

期　日 ９月１６日（土） １０月２１日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

イベントのご案内

９月 （Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

10 月（Ｏｃｔｏｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

休館日のお知らせ

は休館日

図書館へ行こう！
まちの文芸

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

盆
近
し
墓
の
草
刈
り
人
任
せ　
　
　
　

猪
股
有
隣
子

　

軽
ト
ラ
の
荷
台
が
売
り
場
盆
の
花　
　

湯
田　

畊
道

　

舗
装
路
に
電
柱
の
影
秋
暑
し　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

村
人
は
五
百
余
人
の
夏
芝
居　
　
　
　
　
　

伸　

生

　

今
は
昔
窓
辺
に
近
く
蛍
群
れ　
　
　
　
　
　

り
つ
子

　

灯
を
消
し
て
闇
に
蛍
の
ひ
か
り
待
つ　
　
　
　

良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

思
い
き
り
泣
き
し
赤
子
や
梅
雨
晴
間　
　
　

渡
部　

華
子

　

散
歩
道
色
良
く
揃
っ
た
初
ト
マ
ト　
　
　
　

馬
場　

コ
ト

　

夏
草
や
埋
も
れ
し
ま
つ
の
友
の
家　
　
　
　

五
十
嵐
ト
メ
子

鴫
山
短
歌
会

　

連
勝
の
藤
井
四
段
に
あ
や
か
り
て

　
　
　

昼
は
こ
の
頃
麺
を
い
た
だ
く　
　
　

大
竹
幸
一
（
下
塩
江
）

　

短
歌
詠
み
野
菜
作
り
て
健
や
か
な

　
　
　

卒
寿
の
朝
を
夫
と
む
か
え
る　
　
　

沢
埼
芳
子
（
寺　

前
）

　

地
区
あ
げ
て
夏
草
刈
れ
ば
蘇
る

　
　
　

川
遊
び
へ
と
競
い
し
土
手
径　
　
　

塚
原
弘
一
（
東　

町
）

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆平成２９年９月１日現在

総人口 １６, １５２ 人 （－２１）
男 ７, ９０７ 人 （－　１）
女 ８, ２４５ 人 （－２０）

世帯数 ６, ７８４ 世帯 （－　３）
※（　）内は前月比

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

　今、世界で何が起こっているのか。これから世界で何が起こるのか。日本

はどうすべきか。世界を大混乱に陥れるアメリカ・中国・ロシア「三帝国」

の暴走原理を、日本を代表する米中露分析のプロが徹底的に読み解く、新し

い国際情勢分析書です。

　著者は、元衆議院議員の渡部恒三氏の長男、渡部恒雄氏と「週刊現代」編

集次長で明治大学講師（東アジア論）の近藤大介氏、未来工学研究所特別研

究員でロシアの軍事・安全保障専門の小泉悠氏。

　図書館の新着本コーナーにありますので、ぜひお読みください！

【渡部恒雄氏プロフィール】

　１９６３年南会津町田島生まれ。田島小学

校、田島中学校、会津高等学校卒業。東北大

学歯学部卒業後、米国留学。

　１９９５年ニューヨークのニュースクール

大学で政治学修士課程修了。現在、笹川平和

財団特任研究員、戦略国際問題研究所非常勤

研究員を兼任。

「大
たいこく

国の暴
ぼうそう

走」　２０１７年７月 講談社刊

渡
わたなべ

部恒
つねお

雄（南会津町出身）著（近
こんどう

藤大
だいすけ

介・小
こいずみ

泉 悠
ゆう

 共著）
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７
月
25
日
か
ら
８
月
３
日
に
か
け

て
、
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
宜
蘭
国
際

青
少
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
田
島
太

鼓
「
龍
巳
会
」の
小
・
中
・
高
校
生

を
含
む
22
人
が
出
場
し
、
子
ど
も
た

ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の「
天て
ん
こ狐
白び
ゃ
っ
こ狐
」

な
ど
を
勇
壮
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
２
日
ほ
ど
台
風
の
影
響
で

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
26
日
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
演
奏

し
た
会
場
は
日
に
日
に
観
客
が
増

え
、
後
半
に
は
満
員
の
会
場
で
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
伝
統
楽
器
の
演
奏
や
伝

統
芸
能
獅
子
舞
を
鑑
賞
、
さ
ら
に
は

工
芸
を
体
験
す
る
な
ど
、
貴
重
な
時

間
を
過
ご
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
お
に
ぎ
り
や
ち
ら
し
寿
司

の
振
る
舞
い
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
、
積
極
的
に
町
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
リ
ー

ダ
ー
の
渡
部
龍
大
さ
ん
は
「
今
回
の

公
演
で
、
観
客
と
一
体
に
な
っ
て
演

奏
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
人
と
交
流
し
、
友
達
に

な
れ
た
こ
と
が
楽
し
く
、
国
境
は
無

い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
。
公
演
は
大
成
功
に
終
わ
り

ま
し
た
。

オリジナル曲「天狐白狐」を勇壮に演奏するメンバー

会
津
の
心
粋  

響
け
尾
張
の
空
へ

～
名
古
屋
城
和
太
鼓
合
戦 

夏
の
陣
～

　

龍
巳
会
は
、
台
湾
か
ら
帰
国
後
の

８
月
18
日
か
ら
20
日
の
日
程
で
、
福

島
県
の
「
子
ど
も
が
ふ
み
だ
す 

ふ

く
し
ま
復
興
体
験
応
援
事
業
」
に
よ

り
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

た
和
太
鼓
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
き

転輪太鼓のメンバーと記念撮影

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島

県
の
子
ど
も
た
ち
が
、

復
興
に
貢
献
し
よ
う
と

い
う
想
い
を
高
め
て
い

る
今
、
そ
の
想
い
を
形

に
す
る
機
会
を
提
供

し
、
復
興
に
寄
与
す
る

社
会
体
験
活
動
を
通
し

て
、
新
生
ふ
く
し
ま
を

担
う
た
く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
を
育
成
す
る
目

的
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

龍
巳
会
は
、
和
太
鼓

と
武
道
を
通
じ
て
青
少

年
の
育
成
活
動
を
し
て

い
る
「
転て
ん
り
ん
だ
い
こ

輪
太
鼓
（
愛

知
県
春
日
井
市
）」
の

メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深

め
、
合
同
で
曲
を
演
奏
し
な
が
ら
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
福
島
県
名
古
屋
事

務
所
、
名
古
屋
市
振
興
局
の
職
員
も

駆
け
つ
け
、
演
奏
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

台湾公演大成功！ 田島太鼓
龍 巳 会


